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2016年 6月 23日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 

ドイツメッセ日本代表部 

世界をリードするイントラロジスティクスとサプライチェーン・マネジメントの専門展示会 

CeMAT
セ マ ッ ト

（国際イントラロジスティクス見本市） 
【開催報告】2016年5月31日～6月3日、独・ハノーバーで開催 

～44カ国・地域から約1,000社が出展～ 

 

世界をリードするイントラロジスティクスとサプライチェーン・マネジメントの専門展示会「CeMAT（セ

マット）／国際イントラロジスティクス見本市」は、2016年5月31日（火）～6月3日（金）の4日間、ドイ

ツ・ハノーバー国際見本市会場で開催されました。 

世界的に、あらゆる産業にデジタル化、スマート化の波が

きていることを受け、「スマート・サプライチェーン・ソ

リューション」がトップテーマに。5回目となる今回は、

44カ国・地域から約1,000社が出展。業界関係者約40,000

人が来場しました。 

 

【開催速報】（※速報値） 

  名称   ：CeMAT 2016（セマット／国際イントラロジスティクス見本市） 

  会期   ：2016年 5月 31日（火）～6月 3日（金） 

  会場   ：ドイツ・ハノーバー国際見本市会場 

  出展企業数：44カ国・地域から約 1,000社 （前回 2014年：43カ国・地域から 1,025 社） 

日本からの出展者：9社（海外現地法人含む）（前回 2014年：9社－海外現地法人含む） 

 

 

 

  来場者数 ：約 70カ国・地域から約 4万人  （前回：65カ国・地域から約 4万 8千人）  

※ドイツ国外からの来場が前回より 9ポイント上回る 39%に 

  ※来場の多い国：ドイツ、オランダ、ポーランド、イタリア、スウェーデン、フランス、中国、 

スペイン、チェコ、ベルギー、英国 

 

■自律型シャトルシステムとロボットのソリューションに注目集まる 

大きく注目を集めたのは、イントラロジスティクスプロ

セス向けの自律型シャトルシステムとロボットのソリュ

ーション。来場者にとっては、倉庫の中でロボットがどの

ような役割を担っているのか、また担い得るのかを自分の

目で見る機会となりました。また、集荷プロセスを最適化

すると期待が高まっている“スマート眼鏡”も注目されま

した。 
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伊東電機、川崎重工業、協和製作所、極東貿易、島津製作所、 

象印チェンブロック、トヨタマテリアルハンドリング、北陽電機、矢崎化工 
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■イントラロジスティクスの将来を考えるフォーラムのプログラム 

会期中は、3つの会場でフォーラムが開催されました。ホール27で行われた「IT & Automation Forum（IT

＆オートメーションフォーラム）」では、倉庫管理システム（WMS）、サプライチェーン管理、無人輸送

システム（DTS）、倉庫アプリ、スマートデバイスなどがトピックとして取り上げられました。 

会期初日の5月31日（火）には、フラウンフォーファー

IML研究所のMichael Ten Hompel（ミヒャエル・テン・ホ

ンペル）博士、ドイツ機械工業連盟（VDMA）のRainer Glatz

（ライナー・グラッツ）氏、SAPのUwe Kubach（ウーヴ

ェ・クーバッハ）博士などの業界専門家により、IoTとイ

ンダストリー4.0がイントラロジスティクスに及ぼす影響

についてディスカッションが行われました。 
 

翌6月1日（水）は、「ロジスティクスにおけるロボット工学」をテーマに、ロボットが人間の仕事を奪う

のか、それとも単調な重労働を軽減し人間を支援する存在になるのかといった内容でディスカッションが行

われました。 

ホール25で行われた「Keynote Forum（キーノートフォーラム）」では、講演者たちがイントラロジステ

ィクスプロセスの効率性を改善する方法についてディスカッションが行われました。中小企業も、ロジステ

ィクス部門のデジタル化からどのような恩恵を受けられるかについても取り上げられました。 

 

■次回（2018年）は、NANNOVER MESSE と同時開催 

イントラロジスティクスとサプライチェーン・マネジメントの専門展示会CeMATは、次回（2018年）よ

り、世界最大の産業技術展「HANNOVER MESSE（ハノーバーメッセ）」と同時開催されることになりまし

た。Eコマースと統合型生産の進展により、イントラロジスティクスの分野においても、急速にインテリジ

ェント化、ネットワーク化の要求が高まっています。 

HANNOVER MESSEの主要テーマであるIndustry 4.0の実現に向けては、イントラロジスティクスやサプ

ライチェーン・マネジメントの革新が欠かせません。 

そこでCeMATおよびHANNOVER MESSEを主催するドイツメッセ社（独・ハノーバー）では、互いの課

題を共有し相乗効果を高めるため、この２つの展示会の同時開催を決定しました。 

  

会  期：2018年4月23日（月）～27日（金） 

 会  場：ハノーバー国際見本市会場（独・ハノーバー） 

      パビリオン32～35および隣接する展示ホール 

 同時開催：HANNOVER MESSE 2018 

以上 

 

【本件に関するお問い合せ】一般社団法人日本能率協会 ドイツメッセ日本代表部 担当：竹生（たけお）、高間（たかま） 

 〒100-0003  東京都千代田区一ツ橋１－２－２ 住友商事竹橋ビル14階 

  TEL： 03-3434-6447 ／ FAX： 03-3434-8076 E-Mail: DMS@jma.or.jp  

※取材のお問い合せは、広報室（TEL：03-3434-8620、担当：斎藤）へお願いいたします  
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